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１．はじめに
ホーム上のお客様の安全性向上は重要な経営課題であり、

「安全考動計画２０２２」においても、ハード・ソフトの両面か

らさまざまな取り組みが進められているところですが、その核

となるハード対策として、「ホーム柵」の着実な整備が挙げられ

ます。

既設ホームの片持ち床版へ可動式ホーム柵を設置する際に

は、図１に示すようにホーム柵設備の自重による鉛直荷重や、

ホーム柵への旅客推力に起因する集中曲げモーメントなどを片

持ち床版に作用させて、安全性の検討を行いますが、集中曲

げモーメントに対しては明確な設計手法がないため、片持ち床

版が一方向のはりとして挙動すると見なして安全側に設計され

ていました。山陽新幹線駅へのホーム柵設置に際して既設片

持ち床版の耐力を確認したところ、多くの箇所において補強が

必要という結果になりました。

そこで、集中曲げモーメントに対する鉄筋コンクリート片持ち

床版の耐力を詳細に把握することを目的に、既設ホームの片持

ち床版を模した実物大供試体を作製し、可動式ホーム柵を想

定した支柱を設置して、これに対し旅客推力に相当する水平力

を作用させる載荷実験を行いました。以下に、載荷実験から得

られた結果について紹介します。

２．実験概要
載荷実験の概要を図２に示します。供試体は、可動式ホーム

柵の設置を計画している既設ホームの片持ち床版を模し、張

出し長さ２４５０ｍｍ、床版厚１５０ｍｍ（床版先端）～ ２６０

ｍｍ（床版固定端）、幅（線路方向長さ）５０００ｍｍとしました。

設計上の旅客推力作用を再現するために、支柱の床版天端

から高さ１２００ｍｍの位置にＰＣ鋼棒を固定し、反力壁に設

置した油圧ジャッキを用いてＰＣ鋼棒を緊張することにより、

支柱に水平力を漸増載荷させました。なお、片持ち床版の安

全性の検討において、可動式ホーム柵への旅客推力は、設計

施工標準１) を参考に２．５ｋＮ／ｍ の水平力が考慮されていま

す。設置予定の可動式ホーム柵の支柱間隔をもとに、上記の

旅客推力を作用させた場合、支柱１本あたり２２．２ｋＮの水平

荷重が作用することになります。この設計荷重値を載荷実験に

おける設計荷重としました。

載荷実験時の測定項目は、水平力載荷用ＰＣ鋼棒の緊張力、

床版の鉛直変位、鉄筋ひずみとしました。

３．実験結果
水平荷重と支柱位置の床版先端（床版先端中央）における

鉛直変位の関係を図３に示します。荷重４５ｋＮ付近までは荷

重と変位の関係は線形関係であり、その後荷重の増加に伴い、

剛性が低下しています。なお、最大荷重は１１６ｋＮであり、設

計荷重の５倍以上でありました。
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図１：可動式ホーム柵設置概要

図２：載荷実験の概要
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図 3：荷重－変位関係（床版先端中央）
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床版上面のひび割れ発生状況を図４に示します。設計荷重

時には、ひび割れは発生していませんが、荷重が４５ｋＮ付近

で支柱周辺に線路方向のひび割れが発生しています。その後、

荷重が６５ｋＮ付近まで達すると、ひび割れが床版先端側へ向

かって斜め方向に進展しています。そして、荷重が９０ｋＮ付近

に達すると支柱と床版先端を結ぶような斜め方向のひび割れ

および支柱固定端側の領域に線路方向のひび割れが多く発生

しています。また、最大荷重到達後、測定を終了し、供試体

の一部が破壊するまで荷重を加え続けました。図５に示すよう

に、最終的には支柱から床版先端に向かって段差を伴う大き

なひび割れが発生しました。

４．解析的検討
今回、載荷実験の結果を再現するために、ＦＥＭ解析を実

施し、実験結果との比較および解析的検討を行いました。

図６に床版先端からの距離が９５０ｍｍの位置における水平

荷重と上側鉄筋のひずみの関係を実験結果と解析結果を併せ

て示します。実験においては、荷重が 60 ～ 80KN を超える付

近からひずみが急増しているが、解析結果はひずみの状況を

概ね再現できており、今後 FEM 解析により照査することの妥

当性が確認できました。

５．おわりに
既設ホーム片持ち床版を模した実物大の供試体を作製し、

可動式ホーム柵に旅客推力を作用させる載荷実験を行いまし

た。以下に、得られた知見を示します。

１）実験により設計荷重に対して、ひび割れ発生で約２倍、破

壊で約５倍の耐力を確認できました。このことは、片持

ち床版が線路方向と線路直角方向の二方向のはりとして

挙動していることが原因と考えています。

２）床版に集中曲げモーメントを作用させた場合の解析値と

実験値はよく整合しました。

３）暫定の方針として、実験（解析）の値に安全率を考慮した

有効幅を決定し設計することしました。

今後の課題として、他駅に適用するために、片持ち床版の長

さや厚み、配筋状況、構造物目地との縁端距離などによって、

応力がどのように変化するかを解析によりシミュレーションす

る必要があると考えています。また、シミュレーション結果を

もとに、集中曲げモーメントが作用する場合の片持ち床版の設

計方法を整理し、設計の標準化を行い、コストダウンと工期短

縮を実現したいと考えています。
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図４：床版上面のひび割れ発生状況

図６：荷重－上側鉄筋ひずみ関係

図５：破壊状況写真
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